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化学研究所は、今秋にいよいよ創立100周年を迎えます。1915年に設置された化学特別研究所を基盤とした
化学研究所は、1926年の官制公布により「化学に関する特殊事項の学理及びその応用の研究を掌る」という設立
理念の下でその研究活動を開始しました。この100年の間に世界は幾つもの戦禍を引き起こし、経済的にも大小
の浮沈を繰り返しながらも大きく発展してきました。この歴史の中で「科学」、さらには「化学」が社会から求め
られるものも大きく変化し、時には社会を先導する形で、技術や産業の発展に大きく寄与してきました。化学研
究所も常に時代の変革に柔軟かつ積極的に対応しながら、さまざまな分野で先駆的かつ先進的な研究を展開し
て社会の発展とそれに関わる人材の育成に貢献してきました。創立100周年の節目にあたり、改めてその歴史と
伝統を築いてこられた先人の熱意と努力に深く敬意を表します。
現在、化学研究所は約180名の教職員と約230名の学生を中心とする総勢約450名の構成員が5研究系（物質創
製化学・材料機能化学・生体機能化学・環境物質化学・複合基盤化学）と3附属センター（先端ビームナノ科学・元素
科学国際研究・バイオインフォマティクス）からなる研究組織の下で活動を行なっています。その中でも特に「化
学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点」（第II期）として文部科学大臣から認定され
た国際共同利用・共同研究拠点としての活動は重要であり、国際的な化学研究の拠点（ハブ）として多くの共同研
究成果を生み出すとともに、若手の国際交流を積極的に進めてきました。この活動に関連した研究は、近年の幾
つもの大型研究や産学共同研究へと展開されており、これまでの研究・運営体制がそれなりに機能してきたこと
を示しています。それでもなお、AIを中心とする近年の科学と社会の急速な進展や、コロナ感染症災禍以降の社
会システムの劇的な変化を考えると、一度、組織と運営を見直す時期に来ているのではないかと所長就任時から
痛切に感じていました。そのような状況の中、京都大学は2025年末に国際卓越研究大学の指定候補に選定され、
デパートメント制を中心とする全学研究組織の改革に着手しました。いわば外圧による組織改革を否応なく進
めざるを得ない状況になったわけです。しかし、これは見方を変えると良いチャンスとも言えます。もちろん全
学の改革の方向との整合は必要となりますが、将来の化学研究所をより良く、効率的な研究組織に変革できる格
好の機会と捉えたいと思っています。国際卓越研究大学としての正式認定と新組織の稼働に向けたタイムスパ
ンが全学で設定されたことにより、化学研究所としての改革議論をじっくりと十分に時間をかけて進めていく
余裕があるかどうかが懸念事項ではありますが、構成員の皆さんと積極的な議論を進めながら、今後の化学研究
所の在り方を見出していきたいと思っています。社会の持続的発展とより豊かな未来を創る科学技術の進歩を
見据えて、化学研究所が目指す方向と果たすべき役割を幅広い視点から議論していきます。その意味で、今年は
次の100年に向けた化学研究所の礎を築く重要な1年であると認識しています。
2025年度末で所長としての2年間の任期を終えましたが、2026年度の再任により、新たな気持ちで研究所の
運営に取り組んでいく所存です。寺西利治教授と小野輝男教授にはおのおの引き続き副所長と国際共同研究ス
テーション長を担当いただきます。また、青山所長時代から4年間副所長を担当いただいた栗原達夫教授に代わ
り、新たに山口信次郎教授に副所長として研究所運営に協力いただくことにしました。所内委員会委員も新たに
着任した若手教員の先生方に参画いただき、新体制で運営を進めていくことにします。引き続き、皆様のご理解
と一層のご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
� 2026年4月

所長（第36代）

島川 祐一
SHIMAKAWA Yuichi

ご挨拶
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100年

年 歴代所長

1915 京都帝国大学理科大学（現在の京都大学大学院理学研究科）に
化学特別研究所が設置

1926 化学研究所官制が公布される
「化学に関する特殊事項の学理及び応用の研究」を開始 近重 真澄（1）�

［1927〜1930］

1929 大阪府高槻市に研究所本館が竣工

1931 実験工場棟の竣工
喜多 源逸（2）�
［1930〜1942］

1933 工作室、膠質薬品実験工場、栄養化学実験工場の竣工

1935 特殊ガラス研究室、繊維実験工場の竣工

1936 電気化学実験室、変電室の竣工
樺太敷香町にツンドラ実験工場の竣工

1937 合成石油試験工場の竣工

1939 医療用「サヴィオール（サルバルサン）」製造の新研究室が竣工
堀場 信吉（3）�
［1942〜1945］

1940 窯業化学実験工場、合成ゴム実験工場の竣工
近藤 金助（4）�
［1945〜1946］

1941 膠質化学実験工場の竣工
野津 龍三郎（5）�
［1946〜1948］

1942 櫻田一郎教授が中心となり精製した日本初の合成繊維、
羊毛様「合成一号」（ビニロン）の中間試験場が竣工

内野 仙治（6）�
［1948〜1953］

堀尾 正雄（7）�
［1953〜1956］

武居 三吉（8）�
［1956〜1959］

中井 利三郎（9）�
［1959〜1961］

後藤 廉平（10）�
［1961〜1964］

國近 三吾（11）�
［1964〜1967］

辻 和一郎（12）�
［1967〜1970］

國近 三吾（13）�
［1970〜1972］

水渡 英二（14）�
［1972〜1974］

竹崎 嘉真（15）�
［1974〜1976］

重松 恒信（16）�
［1976〜1978］

田代 　仁（17）�
［1978〜1980］

高田 利夫（18）�
［1980〜1982］

1949 化学研究所が京都大学に附置され「京都大学化学研究所」と
呼称される
中間子の存在を予言した湯川秀樹教授がノーベル物理学賞を受賞

1955 京都市より旧蹴上発電所建物を貸与され再建に
取り組んでいたサイクロトロンが完成

1962 文部省通達により大学院学生の受入れが制度化される

1964 研究所が部門制により19研究部門となる
京都市左京区粟田口鳥居町（蹴上地区）に
原子核科学研究施設の設置

1968 宇治市五ケ庄に超高圧電子顕微鏡室を竣工
化学研究所が統合移転

1971 極低温物性化学実験室の竣工

1975 微生物培養実験室、中央電子計算機室の設置

1980 DNA実験室の竣工

1981 核酸情報解析施設の設置
フロンティア軌道理論を提唱した福井謙一教授がノーベル化学賞を受賞

1983 核酸情報解析棟の竣工
藤田 榮一（19）�
［1982〜1984］
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100年

年 歴代所長

1985 生物工学ラボラトリーの設置 稲垣 　博（20）�
［1984～1986］

1987 大部門制導入
19部門2附属施設となる

（このうち3研究部門は大部門、11研究領域、3客員研究領域）

倉田 道夫（21）�
［1986～1988］

髙浪 　滿（22）�
［1988～1990］

作花 濟夫（23）�
［1990～1992］

小田 順一（24）�
［1992～1994］

宮本 武明（25）�
［1994～1996］

新庄 輝也（26）�
［1996～1998］

杉浦 幸雄（27）�
［1998～2000］

玉尾 皓平（28）�
［2000～2002］

髙野 幹夫（29）�
［2002～2005］

1988 原子核科学研究施設が宇治市五ケ庄に移転
イオン線形加速器実験棟の竣工

1989 電子線分光型超高分解能電子顕微鏡の完成

1992 9研究大部門2附属施設に改組
スーパーコンピューター・ラボラトリーの設置

1999 共同研究棟の竣工

2000 事務部が宇治地区事務部に統合

2001 バイオインフォマティクスセンターの設置

2002 寄附研究部門プロテオームインフォマティクス（日本SGI）
研究部門の設置［2004年度終了］

バイオインフォマティクスセンターゲノム情報科学研究
教育機構の設置［2006年度終了］

2003 9研究大部門3附属施設となる
元素科学国際研究センターの設置

2004 5研究系3センター体制に改組
先端ビームナノ科学センターの設置
総合研究実験棟の竣工

2005 レーザー科学棟の竣工 江﨑 信芳（30）�
［2005～2008］

時任 宣博（31）�
［2008～2012］

2007 「碧水会」（同窓会）の発足

2009 寄附研究部門水化学エネルギー（AGC）研究部門の設置
［2011年度終了］

2010 第1期「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際
研究拠点」が活動開始（共同利用・共同研究拠点に認定）
研究所本館耐震改修工事完了

2011 寄附研究部門ナノ界面光機能（住友電工グループ社会貢献基金）
研究部門の設置［2014年度終了］

バイオインフォマティクスセンターを改組
佐藤 直樹（32）�
［2012～2014］2013 モノクロメータ搭載原子分解能分析電子顕微鏡を導入

2016 第2期「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際
研究拠点」が活動開始
元素科学国際研究センターを改組

時任 宣博（33）�
［2014～2018］

2017 動的核偏極核磁気共鳴（DNP-NMR）装置を導入

2018 第1期「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際
グローバル研究拠点」が活動開始

（国際共同利用・共同研究拠点に認定）

辻井 敬亘（34）�
［2018〜2022］

2022 第2期「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際
グローバル研究拠点」が活動開始

青山 卓史（35）�
［2022〜2024］

島川 祐一（36）�
［2024〜］
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キャンパスのひとつ、

令和7年1月1日～12月31日

ポスター発表
206件

口頭発表など
456件

計
662件

国内
277件

国際
61件

国内
145件

国際
179件

人員構成
教職員数� （　）は外数で客員教員数を表す

教授 准教授 講師 助教 技術
職員他

特定
准教授

特定
助教

特定
研究員 小計 その他

研究員
その他
職員 小計 合計

24 16 3 35 6 4 8 29 125 19 40 59 184
(3) (5) （8） (8)

� 令和8年5月1日時点
研究生・研修員・受託研究員等

研究生 研修員 小計 学振特別
研究員（PD) 受託研究員 民間等

共同研究員 小計 合計

5 0 5 3 0 25 28 33
� 令和8年5月1日時点
発表論文数	 開催セミナー数
令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

319 275 239 228 241 15 37 67 91 57
	 （ICR Annual Reportより）� （ICR Annual Reportより）

30の研究領域が5研究系3センターの研究体制を構成し、

教職員、研究員、学生あわせて約500名が、時代の先端を行く研究を繰り広げています。
https://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/sites/about/organization/
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化学関連分野の深化・連携を基軸とする
先端・学際グローバル研究拠点形成

部局責任者 島川 祐一　期間 令和4～9年度

化学研究所の国際共同利用・共同研究拠点（化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点）としてのプロジェクト
→詳細はP8

ミッション実現加速化経費

主な研究プロジェクト  令和7年度実績

日本学術振興会 科学研究費助成事業  ｰ科研費ｰ

部局責任者 島川 祐一　期間 令和4～8年度
4大学が連携し、新規物質創製を統括的に研究する新国際研究拠点を設立する。戦略的
なガバナンスの下、産官学連携や国際連携を通じて、研究成果を新学術や産業創出にまで
発展させる他、大学の垣根を越えた活動によって次世代のリーダー研究者を育成する。

化研の参画研究領域 元素科学国際研究センター

学際統合物質科学研究機構の設立
名古屋大学物質科学国際研究センター、北海道大学触媒科学研究所、
九州大学先導物質化学研究所との共同プロジェクト

部局責任者 小野 輝男　期間 令和4～8年度
5大学のスピントロニクス学術連携研究教育センターが連携することで世界をリードす
るネットワークを構築し、異分野横断型の新しい科学技術を創造し、新産業創造と現産
業強化、省エネルギー・環境調和型社会の実現に貢献するとともに、創造性にあふれ世
界と戦えかつ協調できる次世代の研究者・技術者を育成する。

化研の参画研究領域 材料機能化学研究系

「スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク」
拠点の整備
東京大学、慶應義塾大学、東北大学、大阪大学との共同プロジェクト

キャンパスのひとつ、

令和7年1月1日～12月31日

ポスター発表
206件

口頭発表など
456件

計
662件

国内
277件

国際
61件

国内
145件

国際
179件

◆ 特別推進研究…1件

超伝導と磁性の融合による新物質・新物性開拓
研究代表者 小野 輝男
多層構造による反転対称性の破れと磁性による時間反転対称性の破れを組み合わせることで新規な超伝導体を創成し、�
超伝導ダイオード効果の特性向上や応用展開に加えて、磁化によって超伝導体の位相を制御するなどの新しいコンセプトによって新規物性開拓を試みる。

◆ 基盤研究（S）…5件

ナノ元素置換科学：メガライブラリ構築と先鋭機能創出
研究代表者 寺西 利治

構造が制御された超分岐高分子を基盤とする次世代高分子材料の開発
研究代表者 山子 茂

革新的SCRIT電子散乱法の高度化によるSn不安定同位体の 
電荷密度分布精密測定
研究代表者 若杉 昌德

超高強度中赤外レーザーによる高効率相対論的高次高調波発生の実証
研究代表者 時田 茂樹

エントロピーを新機軸とする物性相関の学理構築と熱制御新材料創製
研究代表者 島川 祐一

● その他の科学研究費助成事業
学術変革領域研究（A）� 8件

学術変革領域研究（B）� 1件

基盤研究（A）� 9件

基盤研究（B）� 25件

基盤研究（C）� 5件

挑戦的研究（開拓）� 1件

挑戦的研究（萌芽）� 4件

若手研究� 16件

研究活動スタート支援� 3件

研究成果公開促進費（データベース）� 1件

特別研究員奨励費� 25件

特別研究員奨励費（外国人）� 4件

国際共同研究加速基金（海外連携研究）� 1件
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受託研究・事業等
� 令和7年度実績

事業名 研究課題 研究者

文部科学省（MEXT)

光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP)
固体量子センサの高度制御による革新的センサシステムの創出 水落 憲和
生体ナノ量子センサ 水落 憲和
先端ビームによる微細構造物形成過程解明のためのオペランド計測 橋田 昌樹

マテリアル先端リサーチインフラ事業 マルチマテリアル化技術・次世代高分子マテリアル領域 治田 充貴
次世代X-nics半導体創生拠点形成事業 スピントロニクス融合半導体創出拠点 小野 輝男
先端研究基盤共用促進事業 パワーレーザーDXプラットフォーム 時田 茂樹

共同利用・共同研究拠点形成事業 スピン生命フロンティアにおけるスピン生命科学共同研究の展開 山子　 茂�
島川 祐一

経済産業省（METI） 中小企業政策推進事業費補助金
バイオ医薬品の精製コスト低減を実現する次世代モノリス膜カラムの開発 辻井 敬亘
三酸化アンチモン削減難燃剤の開発 辻井 敬亘

日本学術振興会（JSPS）
研究拠点形成事業 合成とデバイスの真の融合による基礎有機デバイス化学国際研究拠点 山子 　茂

二国間交流事業
高次アセン誘導体による機能性材料の創出 山田 容子
低温冷却で切り拓く中赤外超高速固体レーザー技術 岡﨑 大樹

科学技術振興機構（JST）

研究成果展開事業（A-STEP）
冷却を必要とせずにNMRの高感度化を可能にする超高感度量子磁気センシングシ
ステムの開発 水落 憲和

低環境負荷を実現する次世代船底塗膜の開発 石田 紘一朗

研究成果展開事業（COI-NEXT） ゼロカーボンバイオ産業創出による資源循環共創拠点に関する国立大学法人京都大
学による研究開発 中村 正治

戦略的創造研究推進事業  チーム型研究（CREST）

原子層・結晶相自在配列による未踏ナノ物質群の創出 寺西 利治
超低摩擦潤滑系ポリマーブラシの動的挙動と摩耗機構の解明 辻井 敬亘
量子センシング顕微鏡の高感度化と計測手法開発研究 水落 憲和
３次元磁気メモリの開発 小野 輝男
高輝度駆動下におけるOLEDの性能向上 梶 　弘典
金属配列による電子伝達ネットワーク形成と触媒機能開拓 大木 靖弘
高速スピンデバイスに向けたテラヘルツ光電インターフェースの創出 廣理 英基
気候変動下における海洋微生物の種間相互作用と群集機能の応答解明 遠藤　 寿
量子センシング顕微鏡計測装置技術開発 大木 　出

戦略的創造研究推進事業  個人型研究（さきがけ）

情報輸送に基づく発光中心ハイブリッド型量子システムの基盤構築 森岡 直也
界面・ナノ構造による機能的マグノンデバイスの創出 塩田 陽一
界面構造制御による高感度ペロブスカイト光センサの開発 中村 智也
多元素分析に基づく海洋における微量金属循環の定量化 高野 祥太朗
溶存圏の遺伝情報が拓く新規プランクトン動態解析 遠藤 　寿
赤外・テラヘルツ光シンセサイザの開発 岡﨑 大樹
多機能スピン酸化物による革新的情報担体デバイスの創製 輕部 修太郎
木材を機能性マテリアルに変換する分子性錯体触媒の開発 中川 由佳

戦略的創造研究推進事業（ACT-X） コアセルベートを基軸とした抗体の細胞内導入と相分離制御 川口 祥正
未来社会創造事業 SnからなるPbフリーペロブスカイト太陽電池の開発 若宮 淳志
革新的GX技術創出事業 微生物間相互作用ネットワークの構築 松井 　求
経済安全保障重要技術育成プログラム 波長４μｍナノ秒パルスレーザー研究等 時田 茂樹

創発的研究支援
ナノ結晶の自己集積化による構造特異的反応場の構築 猿山 雅亮
バイオ医薬の革新的細胞内送達プラットフォーム創製 川口 祥正
湖間比較で拓く高解像度な生態系多様性研究基盤 岡嵜 友輔

ライフサイエンスデータベース統合推進事業
ヒトゲノム・病原体ゲノムと疾患・医薬品をつなぐ統合データベース 金久 　實
微生物Phenotype情報のデータ構築とRDF化 松井 　求

先端国際共同研究推進事業

生命科学やNMR応用等のためのダイヤモンド材料と量子センシング手法開発研究 水落 憲和
新奇磁性材料を使った素子作製と特性評価 小野 輝男
先進的合成法を駆使した遷移金属化合物の創製と構造物性相関に基づく新規機能特
性の探求 島川 祐一

インド若手研究人材招へいプログラム 2024年度インド若手研究人材招へいプログラム 大木 靖弘

インド若手科学頭脳循環プログラム
2025年度インド若手科学頭脳循環プログラム 上杉 志成
2025年度インド若手科学頭脳循環プログラム 若宮 淳志
2025年度インド若手科学頭脳循環プログラム 大木 靖弘

日本医療研究開発機構
（AMED）

ワクチン・新規モダリティ研究開発事業 革新的アジュバント・ワクチンキャリアの開発と技術支援ならびにデータベースの
構築 上杉 志成

医療研究開発推進事業費補助金 世界初自己集合医薬の開発 上杉 志成
創薬基盤推進研究事業 細胞内導入抗体のための抗体デザイン研究 川口 祥正

新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO)

グリーンイノベーション基金事業 設置自由度の高いペロブスカイト太陽電池の実用化技術開発 若宮 淳志

水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業
規則合金相と担体を高度に構造制御した高性能カソード触媒の研究開発 寺西 利治
燃料電池および水電解の材料解析共通基盤プラットフォームの構築と高度化 竹中 幹人

太陽光発電導入拡大等技術開発事業 界面材料化学を基軸とする高性能オールペロブスカイトタンデム型太陽電池の研究
開発

TRUONG, 
Minh Anh

先導研究プログラム
非平衡系ＭＩスキームによる未来材料開発期間の劇的短縮 小川 紘樹
高次機能の実現を目指すナノ材料の精密制御手法の開発 髙畑 　遼

官民による若手研究者発掘支援事業 ポリフェノール合成酵素のハイジャックによる機能性分子生産技術の開発 西尾 幸祐
環境再生保全機構
（ERCA) 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 再生材の構造可視化による劣化因子の探索に関する研究 小川 紘樹

� その他の受託研究・事業等4件
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京都大学他部局との連携（抜粋）  令和8年5月1日時点

● 京都大学研究連携基盤  相互作用トポロジーからの複雑システム解明ユニット
阿久津 達也化研の参画メンバー

治田 充貴副運営責任者

● 京都大学 学際融合教育研究推進センター ナノテクノロジーハブ拠点
島川 祐一拠点副マネージャー

研究費推移� ※人件費には全学人件費を含む
（単位：千円）

人件費
（運営費交付金）

物件費
（運営費交付金等） 科研費 産学連携等

研究費 その他補助金 寄附金 合計

令和3年度 1,339,177 1,037,906 707,300 571,029 5,152 47,707 3,708,271

令和4年度 1,262,433 1,162,089 463,723 942,185 18,568 87,016 3,936,014

令和5年度 1,331,316 1,016,220 567,217 1,095,170 18,684 105,901 4,134,508

令和6年度 1,261,373 1,016,826 838,817 1,094,351 17,890 96,591 4,325,848

令和7年度 1,336,851 1,010,183 557,160 1,121,665 10,448 105,750 4,142,057

科学研究費助成事業―科研費―� （単位：千円）

令和7年度実績

件数 受入金額

特別推進研究 1 58,500

学術変革領域研究（A） 8 38,400

学術変革領域研究（B） 1 7,100

基盤研究（S） 5 178,800

基盤研究（A） 9 86,400

基盤研究（B） 25 113,300

基盤研究（C） 5 4,948

挑戦的研究（開拓） 1 1,900

挑戦的研究（萌芽） 4 9,600

若手研究 16 23,211

研究活動スタート支援 3 3,000

研究成果公開促進費（データベース） 1 1,300

特別研究員奨励費 25 21,101

特別研究員奨励費（外国人） 4 4,400

国際共同研究加速基金（海外連携研究） 1 5,200

合計 109 557,160

その他研究資金� （単位：千円）

令和7年度

件数 受入金額 合計

ミッション実現 加速化経費 3 136,665 136,665

産学連携等研究費

受託研究・事業等 56 965,870

1,121,665
共同研究 45 139,385

研究拠点形成事業（JSPS） 1 13,410

二国間交流事業（JSPS） 2 3,000

その他補助金

中小企業政策推進事業費補
助金（METI） 2 6,425

10,448医療研究開発推進事業費補
助金（AMED） 1 2,100

官民による若手研究者発掘
支援事業費助成金（NEDO） 1 1,923

寄附金 45 105,750 105,750

〈 令和7年度 経費内訳 〉

寄附金
3%

その他
補助金
0.3%

運営費交付金等
人件費・物件費

57%
科研費
13%

産学連携等
研究費
27%
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化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点
拠点概要
化学研究所（以下、化研と略します）は、平成22年度から、「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際研究拠点」（平成28年度から第2期）として国
内外の共同利用・共同研究をこれまで以上に推し進め、それを新たな糧としてより多様でグローバルな化学研究の展開と若手研究者の輩出を図って参りま
した。このようなグローバルな拠点活動が評価され、化研は、平成30年11月13日、文部科学大臣から国際共同利用・共同研究拠点に認定され、「化学関連分
野の深化・連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点」として活動を行ってきました。これまでの活発な活動が評価され、国際共同利用・共同研究拠点
として令和4年度に再認定されました。国際共同利用・共同研究拠点活動として、拠点にて基本テーマを設定した計画研究型の課題（分野選択型研究課題）、
化学関連分野の研究者各位から自由にご提案いただく課題（課題提案型研究課題）、化研の施設・機器の利用に重点を置く課題（施設・機器利用型研究課題）、
化研を核とする連携・融合促進に特化した課題（連携・融合促進型研究課題）を公募しています。令和6年度からは、分野選択型研究課題に、基幹5分野（ビー
ム科学分野、元素科学分野、バイオ情報学分野、物質合成分野、現象解析分野）、特定分野1分野（量子情報・スピントロニクス分野）に加え、「スピン生命フロ
ンティア分野」が新たなテーマとして加わりました。今年度は、国外研究機関に所属する研究者を研究協力者とする「国際共同利用・共同研究」70件を含め
て130件の課題を採択し、共同利用・共同研究を推進しています。今後も、国際的ハブ機能を活用し、国際共同利用・共同研究の一層の促進、国際学術ネット
ワークの充実、国際的・先進的視野をもつ若手研究者の育成に取り組むことで、化学を中心とする研究分野の深化と国際的な境界学術分野の新規開拓を推
進して参ります。皆様にはさらなるご支援・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

国際共同研究ステーション長　小野 輝男

国内他研究機関国内他大学

国外大学・研究機関

共同研究の
方針決定・運営

整備・管理 利用

利用

支援

支援

支援

整備・管理

客員教員招へい
共同研究員招へい

共同研究
オープン・ラボ

国際共同研究ステーション
拠点における共同研究の中核
設備、資料、ハブ環境の提供

化学関連
コミュニティ
研究者

運営評議会
IAB委員会※

共同研究委員会
共同研究
　専門小委員会

共通施設
共通機器

客員研究領域
(国内/国外)

5 研究系
3 センター

共同研究推進室
(事務職員)

国際共同研究ステーション
(ハブ機能)(ハブ機能)

学理の探求・長期的人材育成
化学研究のグローバルな連携

共通施設・
機器管理室
(専任技術職員)

化学研究所

連携/
共同研究

連携/
共同研究

国内外の研究連携促進
化学基盤・学際分野の開拓

※International Advisory Board 

期間：第Ⅱ期 2022－2027年度

応募件数の推移

第Ⅱ期 国際第Ⅰ期 国際第Ⅱ期第Ⅰ期

96

75

H23

97

77

H24

98

76

H25

122

98

5

H26

7

134

104

H27

7

138

106

H28

11

137

104

H29

20

155

115

H30

55

179

122

R1

62

203

132

R2

59

199

133

R3

136

63

195

R4

147

71

223

R5

137

67

235

R6

141

75

237

R7

130

70

204

R8
0

50

100

150

200

250
応募数
採択数

（ 内、国際共同研究枠）

令和8年度採択課題（計130件）
分野選択型 萌芽的課題

国内 国際

17件 3件

分野選択型 発展的課題

国内 国際

18件 36件

課題提案型 萌芽的課題

国内 国際

11件 5件

課題提案型 発展的課題

国内 国際

11件 21件

連携・融合促進型課題

国内 国際

0件 2件

施設・機器利用型課題

国内 国際

3件 3件
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84

55 54
51

36

30

27
29

323353

■内の数字は建物の入口に
掲示された番号を表しています

工学研究科
農学研究科
エネルギー科学研究科
環境安全保健機構
成長戦略本部
学生総合支援機構

36 碧水舎　※詳細P27

宇治地区研究所本館� �［13,470m2］
附属図書館宇治分館（N棟1階）
化学研究所担当事務室（E棟増築棟3階）

27

総合研究実験1号棟� �［11,199m2］
バイオインフォマティクスセンター

29

共同研究棟� �［3,777m2］

30

生物工学ラボラトリー� �［540m2］

51

超高分解能分光型電子顕微鏡棟�［913m2］
極低温超高分解能電子顕微鏡室�［586m2］
先端ビームナノ科学センター

32 33

極低温物性化学実験室� �［764m2］

53

情報研究棟� �［496m2］
バイオインフォマティクスセンター

54

核酸情報解析棟� �［1,214m2］

55

イオン線形加速器棟� �［2,668m2］
レーザー科学棟� �［242m2］
先端ビームナノ科学センター

84

元素科学国際研究センター

27（西側）
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化学研究所では、国際共同利用・共同研究拠点事業、マテリアル先端リサーチインフラ事業、研究連
携基盤、設備サポート拠点事業等を通じ、化学研究所が保有する先端技術と実験装置を学内外の
多くの研究者が効率的・効果的に利用できる環境を整備し、投資効果の最大化を図るとともに、研
究力強化と人材育成推進を目指しています。

試料作製・加工

物性測定

その他

・集束イオンビーム加工観察システム
・有機デバイス作製装置
・小型高周波誘導加熱装置
・インクジェット塗工装置

その他

・光励起キャリア移動度測定装置
・磁気円二色性測定装置
・3D顕微レーザーラマン分光装置

高圧合成装置 スパッタ装置 遺伝子導入装置

レーザー蒸着装置

磁気特性測定装置 過渡吸収分光装置 ホール測定システム

赤外MAIRS
薄膜構造解析装置

電子ビーム露光装置

10



化学研究所では、国際共同利用・共同研究拠点事業、マテリアル先端リサーチインフラ事業、研究連
携基盤、設備サポート拠点事業等を通じ、化学研究所が保有する先端技術と実験装置を学内外の
多くの研究者が効率的・効果的に利用できる環境を整備し、投資効果の最大化を図るとともに、研
究力強化と人材育成推進を目指しています。

分析

Equipments

計算・データベース

核磁気共鳴装置群
核磁気共鳴装置群として、京都大学内で最高磁場強度の800 MHz NMRをはじめ、各種溶液用および固体用NMR装
置群を揃えている。写真は、日本で初めて導入された汎用DNP-NMR。超高感度固体NMR測定が可能であり、これ
までは不可能であった微量測定、微量成分、不純物成分の解析ができる。

電子顕微鏡群
高性能電子顕微鏡群として、球面収差補正装置や極低温ステージを搭載した特
色ある装置を揃えている。写真は、低加速でも利用できる球面収差補正透過電子
顕微鏡。原子分解能観察や元素マッピング、高分解能エネルギー損失スペクトル
による局所状態分析ができる。

電子蓄積リング薄膜評価用X線回析装置

質量分析装置群
最先端装置である、イオンモビリティー解析機能を
持つ四重極ー飛行時間型質量分析装置（写真）、フー
リエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析装置に
加え、基盤的装置である二重収束質量分析装置を備
えており、低分子～高分子化合物の質量分析解析が
行える。

高強度短パルスレーザー装置

その他

・ICP発光分析装置
・角度分解紫外・X線光電子分光装置
・示差走査熱量測定装置
・温度可変粉末X線解析装置
・レーザー照射可能透過型電子顕微鏡
・電子スピン共鳴装置
・極微小結晶用X線単結晶構造解析装置
・比表面積／細孔分布測定装置

ナノスケール構造評価装置群
ナノスケール構造評価装置群として、ナノスケール構造
が解析可能なX線散乱装置に加え、AFMによる形状観
察と赤外分光による化学構造解析を同一領域で行える
AFM-IRを新たに備えている(写真)。従来の赤外分光で
は困難な微小領域の成分分布、相分離構造、添加剤の偏
在、表面劣化や界面近傍の化学変化を高空間分解能で評
価できる。

11



学生数　令和8年5月1日時点 外国人留学生出身国　令和8年5月1日時点

令和7年 学位（博士）取得者数 令和7年4月1日〜令和8年3月31日

博士
（理学）

博士
（工学）

博士
（農学）

博士
（薬学）

博士
（医学）

博士
（情報学） 合計

12 5 1 3 1 3 25

令和7年度 修士課程修了者数 令和7年4月1日〜令和8年3月31日

理学
研究科

工学
研究科

農学
研究科

薬学
研究科

医学
研究科

情報学
研究科 合計

26 15 3 6 0 0 50

研究科 課程

理学研究科
修士 46
博士 51

工学研究科
修士 38
博士 30

農学研究科
修士 14
博士 8

薬学研究科※
修士 12
博士 15

医学研究科
修士 4
博士 4

情報学研究科
修士 1
博士 6

小計
修士 115
博士 114

合計 229
※博士課程に5年一貫制3名・4年制3名含む

研究科 課程

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

イ
ン
ド

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

エ
ジ
プ
ト

韓
国

カ
ン
ボ
ジ
ア

ス
リ
ラ
ン
カ

台
湾

中
国

パ
キ
ス
タ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン

ポ
ー
ラ
ン
ド

マ
レ
ー
シ
ア

計

理学研究科
修士 1 2 3 1 7
博士 1 3 17 1 1 23

工学研究科
修士 3 3
博士 1 1 6 1 9

農学研究科
修士 1 6 7
博士 1 6 7

薬学研究科
修士 0
博士 1 1

医学研究科
修士 1 1 1 1 4
博士 1 1 1 3

情報学研究科
修士 1 1
博士 3 1 4

小計
修士 1 1 1 1 2 1 0 0 13 0 1 0 1 22
博士 0 1 0 1 4 0 1 1 32 2 1 1 3 47

合計 1 2 1 2 6 1 1 1 45 2 2 1 4 69

■主な就職先
アビームコンサルティング、Amazon、アムコー・テクノロジー・ジャパン、ウエスタンデジタル、エヌシーアイ総合システム、
大垣共立銀行、花王、キーエンスソフトウェア、キオクシア、KDDI、KMバイオロジクス、合同会社デロイト トーマツ、三洋
化成工業、塩野義製薬、シスメックス、島津製作所、シャープ、Shanghai Longcheer Technology、新コスモス電機、SCREEN
ホールディングス、住友重機械工業、住友電気工業、セイコーエプソン、ダイキン工業、月島環境エンジニアリング、東京エ
レクトロン、東レ、日揮ホールディングス、ニプロ、日本IBM、日本ペイント・サーフケミカルズ、ネオレックス、野村総合研
究所、パナソニック、パナソニック オペレーショナルエクセレンス、パナソニック ハウジングソリューションズ、パナソニッ
ク ホールディングス、半導体エネルギー研究所、PKUTECH、肥後銀行、日立製作所、富士通、富士フイルム エレクトロニク
スマテリアルズ、堀場エステック、丸紅、みずほ証券、三井不動産、三菱ガス化学、三菱ケミカル、三菱電機、楽天証券、利昌工
業、レゾナック、京都府警察 ほか

■主な進学先
京都大学、東京大学、The University of Texas at Austin（アメリカ） ほか

【企業】
アカリク、WuXi AppTec Japan、エーザイ、Orbray、花王、環境研
究センター、キャタラー、Keiji AI、シェルジャパン、塩野義製薬、
SCREENホールディングス、住友ファーマ、ダイハツ工業、第一三
共、テクノプロ・R&D社、東芝、東ソー、ナード研究所、日産化学、
日本たばこ産業、日本ペイント・サーフケミカルズ、村田製作所 ほか

【国内　大学・研究機関など】
大阪大学 産業科学研究所、沖縄科学技術大学院大学、京都大学、
京都大学 化学研究所、東京大学、東北大学 電気通信研究所、立教
大学、がん研究会 がん研究所、産業技術総合研究所、日本学術振興
会 特別研究員 ほか

【国外　大学・研究機関など】
海外企業研究所、湖北工業大学（中国）、浙江大学（中国）、ブルック
ヘブン国立研究所（アメリカ）、Swedish University of Agricultural 
Sciences（スウェーデン） ほか
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研究員（PD含む）・研究生・研修員の主な就職先・進路　主な就職先など進路一覧（過去2年分） 
研究員（PD含む）の主な就職先

大学院生研究発表会

研究者内訳（専任教員・学生をのぞく）

毎年開催され、令和8年度で126回を数えま
す。化研奨励賞・化研学生研究賞の発表と授
賞講演や、化研らしい融合的・開拓的研究に
採択された課題の成果報告が行われます。所
内の研究者たちの最新の研究成果が発表さ
れ、多くの若手研究者や大学院生も参加して
活発な意見交換が行われます。

毎年2月頃に開催され、所内の修士課程学
生・博士課程学生がポスター発表にて、研
究成果を発表します。多くの研究者と大学
院生が参加し、分野を超えた活発な意見交
換が行われます。研究所教員による厳正な
審査が行われ、各課程の学生からその年の
ポスター大賞が選ばれ、表彰されます。

研究者数　令和8年5月1日時点

研究員
（PD・研究生含む）

56名

特定教員
12名

研究者数
（外国人研究員を含む）
93名

民間等
共同研究員

25名

新入大学院生等オリエンテーション 碧水会スポーツ大会（綱引きの部） 化研若手の会 碧水会涼飲会

学生数　令和8年5月1日時点 外国人留学生出身国　令和8年5月1日時点

【国内　企業・大学・研究機関など】
エネコートテクノロジーズ、シンテック、Spiber、ソニーセミコンダクタソリューションズ、九州大学、京都大学、神戸大学、東京大
学 ほか

【国外　企業・大学・研究機関など】
National University of Singapore（シンガポール）、Tsinghua University（中国）、Université de Nantes（フランス） ほか

■主な進路
大阪大学 レーザー科学研究所

■主な進学先
京都大学、東京大学、イリノイ大学（アメリカ） ほか

Talent-Spot Event 
化学研究所は、他部局と協力してアジアの
トップ校から優秀な留学生を京都大学へリク
ルートする活動を行っています。2026年9月
にはモンゴルのウランバートルにてイベン
トを開催し、優秀者は国費留学生として京都
大学で学ぶ予定です。
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 外国人研究者
招へい外国人学者合計� 令和7年度

所属機関所在国数 人数

6 7

外国人共同研究者合計� 令和7年度

所属機関所在国数 人数

11 34

韓国
49

台湾
9

ドイツ
15

イギリス
6

オーストリア
1

スイス
1

アメリカ
10

シンガポール
1

カナダ
3

クロアチア
1

チェコ
1

10 1

チリ
2

フランス
14

オーストラリア
5

インド
8

中国
7

フィリピン
6

イタリア
1

ベトナム
1

アラブ首長国連邦
1

スウェーデン
1

アイルランド
1

ハンガリー
1

スペイン
3

フィンランド
2

ルーマニア
2

タイ
7

27カ国、合計159人

 外国人来訪者　令和7年度（外国人共同研究者・招へい外国人学者・留学生は除く）

 国際学会・シンポジウム・講演会　化学研究所が主催、もしくは化学研究所の教員が世話役を務めたもの
（ICR Annual Report 令和7年分より）

1月16〜21日（ベトナム・ハノイ）
ACBI Hanoi Meeting 2025

1月20〜21日（京都）
The Asia-Pacific International Conference on Perovskite, 
Organic Photovoltaics and Optoelectronics（IPEROP25）

1月20〜24日（北海道）
International Symposium on Atomic Level 
Characterizations for New Materials and Devices in 
Winter 2025（ALC-W 2025）

2月21〜22日（京都）
Symposium of Advanced Inorganic Nanomaterials
（SAIN）

2月27日〜3月1日（京都）
The 6th Japan – Korea Perovskite International Research 
Collaboration Center（PIRCC）Workshop

10月17日（京都）
Seminar on the Japan-France Bilateral Joint Research 
Program

10月22日（京都）
The Institute for Chemical Research Organic Chemistry 
Symposium

11月13日（京都）
NIMS Award 2025 Satellite Symposium at Kyoto 
University

 外国人客員教員　令和7年度

WOODWARD，Patrick Marvin
元素科学国際研究センター  �
先端無機固体化学 客員教授

令和7年9月8日～12月12日

アメリカ

オハイオ州立大学 教授

LACÔTE, Emmanuel
材料機能化学研究系�
高分子制御合成 客員教授

令和7年12月20日～令和8年3月19日

フランス

CNRS/Chimie ParisTech-PSL 教授
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協定校（機関）名 国名 締結年月日

カウナス工科大学 
Kaunas University of Technology

リトアニア 令和7年10月1日

スリ・ラマサミー・メモリアル（SRM）大学化学科 
Department of Chemistry, �
SRM Institute of Science and Technology

インド 令和7年2月13日

漢陽大学校炭素中立先端素材教育研究団 
Education and Research Center for Advanced Materials toward 
Carbon Neutrality, Hanyang University

大韓民国 令和6年10月30日

ピサ大学化学・工業化学部 
Department of Chemistry and Industrial Chemistry, �
University of Pisa

イタリア 令和6年10月28日

ナポリフェデリコII世大学化学部 
Department of Chemical Sciences, �
University of Naples Federico II

イタリア 令和6年4月9日

国立中興大学先端科学技術iセンター 
i-Center for Advanced Science and Technology, �
National Chung Hsing University

台湾 令和6年3月15日

タラ・オーシャンズ 
Tara OceanS

フランス・その他 令和5年10月6日

成均館大学エネルギー科学技術研究所 
Institute of Energy Science and Technology, �
Sungkyunkwan University

大韓民国 令和5年6月5日

モンゴル国立大学文理学部自然科学科 
The Division of Natural Science, School of Arts and Sciences, 
National University of Mongolia

モンゴル国 令和3年6月21日

国立陽明交通大学生物科技学院 
College of Biological Science and Technology, �
National Yang Ming Chiao Tung University 

台湾 令和元年10月7日

ベトナム国家大学ハノイ校工科大学情報技術学科 
Faculty of Information Technology, University of Engineering �
and Technology, Vietnam National University, Hanoi

ベトナム
社会主義共和国

平成30年6月25日

サントトーマス大学 
University of Santo Tomas

フィリピン
共和国

平成30年2月1日

国立ホリアフルベイ物理原子力研究所 
The Horia Hulubei National Institute of Physics and �
Nuclear Engineering

ルーマニア 平成28年8月24日

マイアミ大学化学科 
Chemistry Department, University of Miami

アメリカ合衆国 平成27年11月11日

協定校（機関）名 国名 締結年月日

モンペリエ大学シャルルジェラール研究所 
Institut Charles Gerhardt, University of Montpellier

フランス共和国 平成27年2月3日

国立台湾大学材料科学與工程学科 
Department of Materials Science and �
Engineering, National Taiwan University

台湾 平成26年5月30日

国立台湾大学凝縮物質科学研究センター 
Center for Condensed Matter Sciences, �
National Taiwan University

台湾 平成26年4月4日

国立台湾大学化学科 
Department of Chemistry, National Taiwan University

台湾 平成26年3月18日

ダラム大学科学学部 
Faculty of Science, Durham University

英国 平成24年10月11日

九江学院化学・環境工学部 
Faculty of Chemical and Environmental Engineering, �
Jiujiang University

中華人民共和国 平成23年9月24日

ベンクル大学教育科学部 
Faculty of Teaching and Education Science, �
Universitas Bengkulu

インドネシア
共和国

平成23年6月6日

ハノイ薬科大学 
Hanoi University of Pharmacy

ベトナム
社会主義共和国

平成23年3月17日

エジンバラ大学極限条件科学センター 
Centre for Science at Extreme Conditions, �
The University of Edinburgh

英国 平成23年2月23日

カレル大学理学研究科 
Faculty of Science, Charles University in Prague

チェコ共和国 平成23年2月2日

慶北大学校高分子科学および工学部 
Department of Polymer Science and Engineering, �
Kyungpook National University

大韓民国 平成22年12月2日

バスク大学物質物理学科 
Departamento de Fisica de Materiales, �
Universidad del Pais Vasco Upv/Ehu

スペイン 平成22年10月1日

アイスランド大学物理科学研究所 
Institute of Physical Sciences, University of Iceland

アイスランド
共和国

平成22年9月16日

国立成功大学電機情報学院 
College of Electrical Engineering and Computer Science, �
National Cheng Kung University

台湾 平成22年8月26日

� 計28件

昭和59年～平成21年 � 計42件

� 合計70件

 国際学術交流協定一覧

 �化学研究所国際共同利用・共同研究拠点  
若手研究者国際短期派遣・受入事業

国際共同利用・共同研究拠点では、グローバルな最先端研究・教育と国際連携を支える研究者の育成・開拓を目指し、化学研究所に所属する若手研究者
の国際短期派遣、ならびに、化学研究所教員をホストとする海外若手研究者の短期受入を柔軟かつ機動的に支援しています。令和7年度は、国際短期派遣
事業7名、海外若手研究者の国際短期受入事業4名を支援しました。
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社会活動 化学研究所は科学の振興をめざし、
最先端科学の研究を社会に向けて広く発信しています。

一般公開

企業との交流（研究所見学・講演等）

企業との共同研究活動例

バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部門の設立
̶京都大学と株式会社ダイセルは、自然と共生する循環炭素社会の実現、地域活性化、新産業創出を目的とした、包括的研究連携協定を令和3年10月8日に締結しました̶

化学の啓発活動

産官学連携

本協定のもと、バイオマスの新しい変換プロセス「新バイオマスプロダクト
ツリー」実現に向けた研究開発と持続的循環利用を共通テーマとした基礎
研究と研究成果の社会への還元を目指し、大学院農学研究科、大学院人
間・環境学研究科、生存圏研究所とエネルギー理工学研究所および化学研
究所の5部局とダイセル社で共同研究が進められています。また京都大学
宇治キャンパス内に、生存圏研究所、化学研究所、エネルギー理工学研究
所とダイセルとの共同ラボ「バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部
門」が設置・運営されています。同部門では、産学を問わず国内外の多様な
分野から優秀な人材が集い、学術分野、産業界、地域を繋ぐハブとして機能
することを目指します。バイオマスの新しい付加価値創成を通して、持続的
で豊かな社会の創成に取り組みます。

共同研究

合計

民間等との共同研究数 令和7年度

令和7年度

研究員

合計

件数

45

人数

26

民間等共同研究員

http://www.iae.kyoto-u.ac.jp/BiomassPT/

アウトリーチ活動（令和7年度 出張講義・研究所見学例）

6月12日 兵庫県立小野高等学校
大学出張講義「植物の生存戦略を考える〜職業としての研究者〜」

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
文部科学省からSSHに指定されている近隣の中
学校・高等学校を対象に、出張講義・研究所見学・
研究体験を行い、若い科学技術系人材の育成に
協力しています。

10月9日 三重県立伊勢高等学校
講演「大学での研究最前線：化学で次世代太陽電池の実用化に挑む」

12月17日 大阪明星学園明星高等学校
所内見学

12月25日 京都府宇治市立莵道第二小学校
出前授業「森林のはたらきと化学について知ろう」

宇治キャンパス公開

宇治キャンパスで展開されている研究活動を紹介することを目的として、宇治キャンパス内の4研究所と大学院各研
究科などが合同で行う行事です。2日間にわたり公開ラボや講演会を開催し、最先端の研究を紹介しています。令和
7年度は29回目の開催となり、化学研究所では4つのラボと「碧水舎」を公開しました。

宇治キャンパス産学交流会

京都大学宇治キャンパス産学交流会は4研究所（化学研究所、エネルギー理工学
研究所、生存圏研究所、防災研究所）と京都府南部にある企業との交流を目的と
して、年4回行われています（主催：京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡
会・京都府中小企業技術センター・公益財団法人京都産業21、共催：京都やまし
ろ企業オンリーワン倶楽部）。第57回は令和8年2月に化学研究所の共同研究棟
にて開催され、ナノスピントロニクス研究領域の小野 輝男 教授と分子材料化
学研究領域の梶 弘典 教授が研究シーズ発表を行いました。参加者間で活発な
意見交換が行われるなど、多くの交流がはかられました。
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Social Activities

玉尾 皓平 2023年 有機合成化学・有機金属化学 1993～2005
   1943～1955
福井 謙一 1981年 工業化学 1949～1957

福井 謙一 1981年 工業化学 1949～1957

福井 謙一 1981年 化学賞 1949～1957

1946

   1938～1969
   1943～1955

社会活動 化学研究所は科学の振興をめざし、
最先端科学の研究を社会に向けて広く発信しています。

一般公開

企業との交流（研究所見学・講演等）

企業との共同研究活動例

バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部門の設立
̶京都大学と株式会社ダイセルは、自然と共生する循環炭素社会の実現、地域活性化、新産業創出を目的とした、包括的研究連携協定を令和3年10月8日に締結しました̶

化学の啓発活動

産官学連携

本協定のもと、バイオマスの新しい変換プロセス「新バイオマスプロダクト
ツリー」実現に向けた研究開発と持続的循環利用を共通テーマとした基礎
研究と研究成果の社会への還元を目指し、大学院農学研究科、大学院人
間・環境学研究科、生存圏研究所とエネルギー理工学研究所および化学研
究所の5部局とダイセル社で共同研究が進められています。また京都大学
宇治キャンパス内に、生存圏研究所、化学研究所、エネルギー理工学研究
所とダイセルとの共同ラボ「バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部
門」が設置・運営されています。同部門では、産学を問わず国内外の多様な
分野から優秀な人材が集い、学術分野、産業界、地域を繋ぐハブとして機能
することを目指します。バイオマスの新しい付加価値創成を通して、持続的
で豊かな社会の創成に取り組みます。

共同研究

合計

民間等との共同研究数 令和7年度

令和7年度

研究員

合計

件数

45

人数

26

民間等共同研究員

 受賞（学会賞等）　過去3年間
（令和8年5月現在  ※ポスター賞・論文賞除く）

氏名 	 賞の名称� （研究領域順）

2026年度

橋川 祥史 令和8年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞
川口 祥正 化学情報協会 JAICI賞
峰尾 恵人 Kyoto University SPIRIT2 Award 2026
緒方 博之 Kyoto University SPIRIT2 Award 2026

2025年度

山田 容子 2025年度 長瀬研究振興賞
山内 光陽 2025年度 光化学協会奨励賞
山内 光陽 日本化学会 第75回進歩賞
橋川 祥史 第35回日本MRS年次大会 奨励賞
猿山 雅亮 2024 Nano Research Young Innovators Awards (NR45) 
石田 紘一朗 第76回コロイドおよび界面化学討論会 若手口頭講演賞
重松 　英 第58回（2025年春季）応用物理学会講演奨励賞
小野 輝男 IEEEフェロー
川口 祥正 ACS Publications Medicinal Chemistry Award
川口 祥正 日本薬学会 2026年度奨励賞
山口 信次郎 Clarivate Highly Cited Researcher 2025
中村 智也 日本化学会 第106春季年会 若い世代の特別講演証
TRUONG, Minh Anh 日本化学会 第106春季年会 若い世代の特別講演証
TRUONG, Minh Anh 第44回 有機合成化学奨励賞
玉尾 皓平
寺嶋 孝仁 令和7年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞（理解増進部門）

金久 　實 Clarivate Highly Cited Researcher 2025
阿久津 達也 2024年度 人工知能学会 研究会優秀賞

2024年度

平野 敏子 日本分析学会 有機微量分析研究懇談会 創立70周年記念特別功労賞
橋川 祥史 第13回新化学技術研究奨励賞
橋川 祥史 13th SPRUC Young Scientist Award
橋川 祥史 第21回大澤賞
髙畑　 遼 日本化学会 第75回コロイドおよび界面化学討論会 若手口頭講演賞
竹熊 晴香 第57回（2024年秋季）応用物理学会 講演奨励賞
松本 憲志 ナノ学会第22回大会 Nanoscale Horizons Award
山子 　茂 Aggarwal Lecture Award 2024
登阪 雅聡 日本接着学会 学会賞
小野 輝男 2024 AUMS Award
塩田 陽一 2024 AUMS Young Researcher Award 
久富 隆佑 2023年度 船井研究奨励賞
輕部 修太郎 2025 JIMM Young Leaders International Scholar Award
成田 秀樹 エヌエフ基金 第13回（2024年度）研究開発奨励賞
二木 史朗 2024年度（第56回）内藤記念科学振興賞
川口 祥正 第18回バイオ関連化学シンポジウム講演賞
山口 信次郎 Clarivate Highly Cited Researcher 2024 
上杉 志成 Ohdang Lectureship Award
鄭　 臨潔 日本海洋学会 岡田賞
小川 紘樹 第12回 堀江賞
若宮 淳志 HAMAKAWA Award

中村 智也 第21回「次世代の太陽光発電システム」シンポジウム �
Innovative PV 奨励賞

金光 義彦 第25回 応用物理学会業績賞（研究業績）
金光 義彦 応用物理学会 有機分子・バイオエレクトロニクス分科会 業績賞
後藤 真人
島川 祐一 粉体粉末冶金協会 第48回研究進歩賞

谷藤 一樹 令和6年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞
金久 　實 Clarivate Highly Cited Researcher 2024 

概要 紹介パンフレット 和文 紹介パンフレット 英文 広報誌「黄檗」 アニュアルレポート

 刊行物

日本学士院賞 在籍期間

玉尾 皓平 2007年 1993～2005
満田 久輝 1980年 1943～1955
鈴木 友二 1979年 1957～1965
岡村 誠三 1970年 1937～1967
早石 　修 1967年 1959～1976
福井 謙一 1962年 1949～1957
石橋 雅義 1961年 1942～1959
片桐 英郎 1960年 1942～1960
木村 　廉 1959年 1939～1956
井上 吉之 1959年 1943～1959
志方 益三 1956年 1927～1942
舘 　　勇 1956年 1943～1962
櫻田 一郎 1955年 1936～1967
佐々木 申二 1944年 1942～1959
湯川 秀樹 1940年 1943～1968
堀場 信吉 1937年 1927～1946
武居 三吉 1934年 1937～1959

紫綬褒章 在籍期間

金光 義彦 2026年 2004～
玉尾 皓平 2004年 1993〜2005
新庄 輝也 2000年 1966〜2002
左右田 健次 1997年 1965〜1996
作花 濟夫 1996年 1953〜1972

1983〜1994
高田 利夫 1987年 1963〜1986
満田 久輝 1980年 1943～1955
水渡 英二 1977年 1942〜1975
小田 良平 1972年 1940〜1970
堀尾 正雄 1970年 1938～1969
荒勝 文策 1961年 1936〜1950
武居 三吉 1961年 1937〜1959
櫻田 一郎 1956年 1936〜1967
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 �研究部門と施設の変遷
化学研究所は1926年の創立以来、時代の変化や研究分野の発展に応じて組織改革を重ねてきました。創立当初は研究室単位で運営さ
れていましたが、1964年に部門制が導入され、1965年には20研究部門1附属施設体制となりました。1992年には大部門制への改組に
より、9大部門・2附属施設・28研究領域を擁する研究所へ発展しました。さらに2004年の国立大学法人化に伴う組織改組を経て、現在
の組織体制となっています。
詳細な組織・施設の変遷は、二次元コードよりご覧ください。

 �5研究系・3センタ一体制

物質創製化学研究系� P19

有機元素化学	 構造有機化学
精密有機合成化学	 精密無機合成化学

材料機能化学研究系� P20

研
究
系

高分子材料設計化学	 高分子制御合成
無機フォトニクス材料	 ナノスピントロニクス

生体機能化学研究系� P21

化
学
研
究
所

生体機能設計化学	 生体触媒化学
生体分子情報	 ケミカルバイオロジ一

環境物質化学研究系� P22

分子材料化学	 水圏環境解析化学
分子環境解析化学	 分子微生物科学

複合基盤化学研究系� P23�
高分子物質科学	 分子レオロジ一
分子集合解析

先端ビームナノ科学センター� P24

附
属
セ
ン
タ
ー

粒子ビーム科学	 レーザー物質科学
複合ナノ解析化学	 原子分子構造

元素科学国際研究センター　（2016年4月改組）� P25

有機分子変換化学	 先端無機固体化学	 錯体触媒変換化学
光駆動固体物性	 構造有機化学（兼）	 生体機能設計化学（兼）

バイオインフォマティクスセンター　（2011年4月改組）� P26

化学生命科学	 数理生物情報
生命知識工学	 ゲノムネット推進室

客員研究領域	 P27
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TEL： 0774-38-3200　FAX： 0774-38-3209
E-mail： hyamada@scl.kyoto-u.ac.jp

※新分野開拓プロジェクト

教授

准教授

助教

助教

専門職（技術）

山田 容子
水畑 吉行
山内 光陽
山本 恵太郎※

犬塚 真弓美

教授 寺西 利治
准教授

助教

助教

特定助教

特定助教

猿山 雅亮
髙畑 　遼※

竹熊 晴香
佐藤 良太
松本 憲志

※新分野開拓プロジェクト

独自の「前駆体法」を用いたπ共役拡張芳香族化
合物の合成と機能開拓を行っている。特に難溶あ
るいは不安定なπ共役拡張化合物の合成法の開
発、薄膜構造や界面構造の制御を目指した塗布
成膜プロセス開発、分子構造と結晶構造および
電荷移動度の相関解明、カーボンナノ材料ボトム
アップ合成への展開を目指している。さらに高周
期典型元素・特異な遷移金属元素錯体の特性を
活かした機能性分子の開発も行っている。
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教授 小野 輝男
准教授

助教

助教

特定准教授

塩田 陽一
久富 隆佑
松木 久和※

輕部 修太郎

教授 水落 憲和
准教授

准教授

助教

特定准教授

特定准教授

森岡 直也
古板 恭子
西川 哲理
大木 　出
重松 　英

助教 石田 紘一朗
教授

助教

専門職（技術）

山子 　茂
秋吉 美里
藤橋 明子

※新分野開拓プロジェクト

TEL： 0774-38-3164　 FAX： 0774-38-3170
E-mail： ishida.koichiro.6u@kyoto-u.ac.jp

高分子の精密重合法、リビングラジカル重合法の
基礎と応用に関する研究を行っている。特に、微
粒子・多孔質体・セルロースナノファイバーなど
を含む各種材料を対象とする表面開始リビング
ラジカル・グラフト重合法の開発と、これにより
得られる新規な表面「濃厚ポリマーブラシ」の構
造・物性から機能設計にわたる幅広い研究に注力
している。応用研究では、社会実装に向けて産学
連携コンソーシアムを結成し、ステルス性（低摩
擦・防着雪氷霜・防生物付着等）をキーワードとし
た多岐にわたる研究を展開している。

一方向にのみ電気抵抗がゼロとなる超伝導ダイオード効果
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教授

助教

助教

特定助教

山口 信次郎
増口 　潔
林 　謙吾
SUN, Rui

教授

助教

助教

助教

特任准教授

※京都大学 上海ラボ 

上杉 志成
安保 真裕
西尾 幸祐
SINGH, 
Vaibhav Pal
ZHOU, Lu※

教授 小野 輝男
准教授

助教

助教

特定准教授

塩田 陽一
久富 隆佑
松木 久和※

輕部 修太郎

教授 水落 憲和
准教授

准教授

助教

特定准教授

特定准教授

森岡 直也
古板 恭子
西川 哲理
大木 　出
重松 　英

助教 石田 紘一朗
教授

助教

専門職（技術）

山子 　茂
秋吉 美里
藤橋 明子

※新分野開拓プロジェクト

TEL： 0774-38-3212
E-mail： imiki@scl.kyoto-u.ac.jp

当研究領域では、主に細胞機能・遺伝子を制御す
る生理活性タンパク質の創製を基盤として、生命
現象の理解や創薬への展開を目指している。細胞
内での遺伝子情報の人為的なコントロールに向
けた核酸結合タンパク質のデザイン、人工タンパ
ク質による核酸高次構造や化学修飾の検出と制
御、および、機能性生体高分子の細胞内送達法の
開発と細胞内現象の制御に取り組んでいる。

TEL： 0774-38-3262　 FAX： 0774-38-3259
E-mail： yamaguchi.nobutoshi.2z@kyoto-u.ac.jp

植物は、まわりの環境に応じて形や応答を柔軟に
変えながら生きている。生体分子情報研究室では、
この植物のしなやかな性質を支える遺伝子発現
の仕組みに注目している。特に、DNAの配列を変
えずに遺伝子の働きを調節する「エピゲノム」に
着目し、植物の形づくりや環境応答がどのように
制御されるのかを研究している。エピゲノムは、
植物だけでなく動物にも広く存在する普遍的な
しくみである。私たちは、植物をモデルとして、そ
の基本原理を分子レベルで明らかにする研究を
している。

教授 今西 未来
助教 川口 祥正

教授 山口 暢俊
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教授

准教授

助教

助教

専門職（技術）

専門職（技術）

梶　 弘典
鈴木 克明
CHOI，
Heekyoung※
石原 蔵人
前野 綾香
角山 圭介

※新分野開拓プロジェクト

E-mail： kurihara.tatsuo.8m@kyoto-u.ac.jp

PTFEに代表される有機フッ素材料は、分子構造
と物性発現の関連がほとんど分かっていなかっ
た。当研究室では多くの謎めいた有機フッ素材料
の物性を統一的に説明可能な、階層双極子アレー
（SDA）理論を世界に先駆けて提唱した。炭化水素
と根本的に異なる学理をもつ有機フッ素材料の
科学を、最先端の分光法や結晶解析法により研究
している。分光法として用いるMAIRS法も、当
研究室で生まれた分光法で、非晶の分子集合を明
らかにできる唯一の手法である。

教授 宗林 由樹
准教授 高野 祥太朗
助教 鄭　 臨潔
助教 ALAM, 

Mahboob※

特定職員（技術） 中原 富美子
※新分野開拓プロジェクト

教授 長谷川 健
准教授 安宅 憲一 
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教授

准教授

講師
　

助教
　

特定助教

若宮 淳志
中村 智也
MURDEY, 
Richard
TRUONG,
Minh Anh※ 
CHEN, 
Chien-Yu

高分子が有する複雑な階層構造やダイナミクスを
量子ビーム(X線散乱、中性子散乱、光散乱など)と
顕微鏡法(光学顕微鏡、X線顕微鏡、電子顕微鏡、
原子間力顕微鏡など)を相補的に利用し精密に解
析することで、地球環境のサステナビリティへ貢
献する高分子実材料の機能性発現の解明を行い、
学理としては、高分子物理の未解決問題の解決を
目標として研究を行っている。従来の計測だけに
とどまらず、新規計測手法の利用や開発による、ゴ
ム充填系において形成される階層構造、ガラス状
高分子の延伸過程における延伸誘起密度揺らぎ、
高分子ブロック共重合体の誘導自己組織化など
を主な研究対象としている。

特異な分子構造や元素の特性を巧みに利用した
独自の分子設計を切り口に、有機半導体化合物
群の合成と基礎特性評価を通して、それらの構造-
物性相関の解明に取り組んでいる。材料の薄膜
とそれらの界面を中心に、分子凝集構造と電子・
光物性との相関の解明の観点から、様々な分光
法を用いてその電子構造を捉え、付加価値の高
い有機半導体を創出するための指導原理を見い
出す。これらを基に、ペロブスカイト太陽電池な
どに代表されるプリンタブル有機エレクトロニク
スデバイスの基盤材料開発へとつなげ、デバイス
の高性能化にも挑戦する。

※新分野開拓プロジェクト

※新分野開拓プロジェクト

助教 柴﨑 和樹※

教授

准教授

助教

助教

専門職（技術）

専門職（技術）

梶　 弘典
鈴木 克明
CHOI，
Heekyoung※
石原 蔵人
前野 綾香
角山 圭介

※新分野開拓プロジェクト
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先端高強度レーザー光源の開発とそれを駆使し
たレーザーと物質の相互作用の実験的研究を
行っている。高強度中赤外固体レーザーやファイ
バーレーザーの開発、高強度超短パルスレーザー
生成プラズマによる粒子加速や波長変換の研究、
ニュートリノ研究のためのレーザー同位体分離法
の開発、高強度レーザーを用いたダークマターの
探索など、高強度レーザー技術を基盤とした分野
横断の研究を推進している。

TEL： 0774-38-3290　FAX： 0774-38-4509
E-mail： tokita@laser.kuicr.kyoto-u.ac.jp

TEL： 0774-38-3050　FAX： 0774-38-3055
E-mail： haruta@eels.kuicr.kyoto-u.ac.jp

電子および重イオン蓄積リングにおける要素技
術の開発を行い、元素合成過程の解明や核物質
の状態方程式の確立に資する不安定原子核（RI）
構造の実験的研究を行う。電子蓄積リングと不
安定原子核標的を用いた電子弾性散乱実験によ
るRIの電荷密度分布、重イオン蓄積リングを用
いた稀少RI核構造の研究、および蓄積リングを
利用した次世代の不安定核研究を開拓するビー
ムリサイクル技術の開発研究を進める。

教授

助教

助教

助教

時田 茂樹
岡﨑 大樹
桐田 勇利
鈴木 杏奈

准教授

助教

治田 充貴
根本 　隆

　

専門職（技術）

TEL： 0774-38-3886　FAX： 0774-38-3289
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教授

助教

専門職（技術）

島川 祐一
後藤 真人
市川 能也

最先端のレーザー分光技術を駆使したマテリア
ルサイエンスの展開とそれに基づく新物質設計・
創生を目的として、超高速レーザー分光法および
テラヘルツ分光による半導体ナノマテリアルの量
子光物性研究を行っている。特に、原子層物質を
中心とした電子・磁性材料、ペロブスカイト半導
体の光学物性研究の深化を通して、新規光デバイ
ス開発やカーボンニュートラル社会の実現に向
けた光電変換現象などを主なテーマとして研究
を推進している。

教授

准教授

講師

助教

特定助教

特定助教

中村 正治
磯﨑 勝弘
PINCELLA, 
Francesca
道場 貴大
中川 由佳
峰尾 恵人

教授

助教

助教

特定助教

大木 靖弘
谷藤 一樹
伊豆 　仁
金 　淑瑛

TEL： 0774-38-4512
E-mail： hirori@scl.kyoto-u.ac.jp

3110

光駆動固体物性

先端高強度レーザー光源の開発とそれを駆使し
たレーザーと物質の相互作用の実験的研究を
行っている。高強度中赤外固体レーザーやファイ
バーレーザーの開発、高強度超短パルスレーザー
生成プラズマによる粒子加速や波長変換の研究、
ニュートリノ研究のためのレーザー同位体分離法
の開発、高強度レーザーを用いたダークマターの
探索など、高強度レーザー技術を基盤とした分野
横断の研究を推進している。

TEL： 0774-38-3290　FAX： 0774-38-4509
E-mail： tokita@laser.kuicr.kyoto-u.ac.jp

TEL： 0774-38-3050　FAX： 0774-38-3055
E-mail： haruta@eels.kuicr.kyoto-u.ac.jp

電子および重イオン蓄積リングにおける要素技
術の開発を行い、元素合成過程の解明や核物質
の状態方程式の確立に資する不安定原子核（RI）
構造の実験的研究を行う。電子蓄積リングと不
安定原子核標的を用いた電子弾性散乱実験によ
るRIの電荷密度分布、重イオン蓄積リングを用
いた稀少RI核構造の研究、および蓄積リングを
利用した次世代の不安定核研究を開拓するビー
ムリサイクル技術の開発研究を進める。

教授

助教

助教

助教

時田 茂樹
岡﨑 大樹
桐田 勇利
鈴木 杏奈

准教授

助教

治田 充貴
根本 　隆

　

専門職（技術）

TEL： 0774-38-3886　FAX： 0774-38-3289

教授 廣理 英基
准教授 室谷 悠太
特定准教授 渡邊 　浩
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教授

准教授

助教

助教

特定助教

緒方 博之
遠藤 　寿
岡嵜 友輔
石井 　悠
孟 　令杰

助教 松井 　求

教授

講師

馬見塚 拓
NGUYEN, 
Hao Canh

教授（兼任）阿久津 達也

バイオインフォマティクスおよびシステム生物
学を研究しており、「数理的原理に基づく生命情
報解析手法の開発」および「生命の数理的理解」を
キーワードに研究を行っている。具体的には、生
物情報ネットワークの解析と制御、代謝ネット
ワークの解析と設計、進化系統解析、ニューラル
ネットワークの離散数理などの研究を行っている。
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教授

准教授

助教

助教

特定助教

緒方 博之
遠藤 　寿
岡嵜 友輔
石井 　悠
孟 　令杰

助教 松井 　求

教授

講師

馬見塚 拓
NGUYEN, 
Hao Canh

教授（兼任）阿久津 達也

特任教授

碧水舎

材料機能化学研究系
客員教授 内橋 　隆
国立研究開発法人 物質・材料研究機構�
ナノアーキテクトニクス材料研究センター 副センター長

環境物質化学研究系
客員教授 倉持 　光
大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授

先端ビームナノ科学センター
客員准教授 古瀬 裕章
国立研究開発法人 物質・材料研究機構 �
電子・光機能材料研究センター 独立研究者

バイオインフォマティクスセンター
客員教授 前田 　理
北海道大学 化学反応創成研究拠点 拠点長�
北海道大学 大学院理学研究院化学部門 教授

生体機能化学研究系
客員准教授 奥村 正樹
東北大学 学際科学フロンティア研究所 准教授（国際卓越PI）

複合基盤化学研究系
客員准教授 白須 圭一
東北大学 大学院工学研究科 ファインメカニクス専攻 准教授

複合基盤化学研究系
特任教授 金光 義彦

バイオインフォマティクスセンター
特任教授 金久 　實

元素科学国際研究センター
客員准教授 丹羽 　健
名古屋大学 大学院工学研究科�
クリスタルエンジニアリング研究センター 准教授 （兼務）物質科学専攻

物質創製化学研究系
客員准教授 三浦 大樹
東京都立大学 大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 准教授

客員教員 令和8年度

材料機能化学研究系
特任教授 辻井 敬亘
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化学研究所にゆかりの品
化学研究所の原点は、1915年に京都帝国大学理科大学に設置された化学特別研究所にさかのぼります。
1926年に化学研究所官制が公布され、「化学に関する特殊事項の学理及び応用の研究」を開始しました。
化学研究所は社会要請に応える化学研究を主眼として発展し、化学分野における歴史的業績を数多く残してきました。
その一部を紹介します。

化学研究所の前身である化学特別研究所は1915年に設置され、京都帝国大学理科大学教
授であった久原躬弦の監督のもと「サルバルサン類の製造と研究」を開始しました。サルバ
ルサンは梅毒の特効薬として開発された合成物質による世界最初の化学療法剤です。当時の
医療では最も必要とされていましたが、第一次世界大戦のため輸入が困難になり、国内での
合成が急務となりました。サルバルサン製造予算要求の原書は、京都大学に保管されていた
久原教授の遺品より見つかりました。「久原」と書かれた封筒の中にありましたが、原書には
1915年4月2日付けで、東京帝国大学教授鈴木梅太郎と署名されています。設備費や人件費、
製造室内の見取図など、かなり詳細な案が決まっていたことが分かります。

天然ゴムは重要な工業材料ですが、原産地は東南アジアに限定されてい
ます。そのため、第一次世界大戦中の海上封鎖によって天然ゴムの入手が
困難となったドイツで、天然ゴムに匹敵する高性能の合成ゴムの開発が始
まりました。その後、各国で多種の合成ゴムが開発されましたが、その鍵
は、合成ゴムの原材料のひとつであるブタジエンの工業的合成でした。化
学研究所喜多研究室の古川淳二助教授（当時）は、第二次世界大戦開始前
に、この工業的合成について画期的な「モノビニルアセチレン法」を開発
していましたが、さらに、この方法で合成したブタジエンとアクリロニト
リルを原材料としてNBRと呼ばれる合成ゴ
ムを量産する研究に着手し、1942年には、化
学研究所において日産200 kgの工業化試験
に成功しました。工業化試験の設備は、その
後、住友化学工業新居浜工場に移設され、日
本におけるNBRの工業的生産の礎となりま
した。化学研究所には、NBR試料が保管さ
れています。
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【発行者】	 京都大学化学研究所　所長 島川 祐一

【企画・編集】	［広報委員会 概要担当編集委員]�
	 大木 靖弘（委員長）・長谷川 健（副委員長）・鈴木 克明

	 ［化学研究所広報企画室］�
	 岩城 佳耶奈・武田 麻友・畑 恵梨・田中 優子・柘植 由貴

	 ［化学研究所担当事務室］�
	 山本 智佳子・延原 由紀・中垣 幹子・GoddardWeedon 智美
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京都大学化学研究所

Web

〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄　Tel：0774-38-3344　Fax：0774-38-3014
https://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/　E-mail：koho@scl.kyoto-u.ac.jp
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2026
概 要

2026年に化学研究所は 創立100周年 を迎えます
京都大学化学研究所 創立100周年基金 ご支援のお願い
化学研究所は、京都大学基金の中に「化学研究所創立100周年基金」を
創設しました。その目的は、2026年の創立100周年記念行事の開催、教
育・研究環境の整備、社会貢献活動です。趣旨にご理解いただき、ご支
援賜りますようお願い申し上げます。

特設ウェブサイト 基金ウェブサイト


